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 ＴＰＸはガラス転移点（Ｔｇ）が１０～３０℃であるため、高荷重下での熱変形温度（ＨＤＴ）は比

較的低い値となりますが、２２０～２３０℃という高い融点（Ｔｍ）を有しているため低荷重下、さら

には無荷重状態では高い熱変形温度を示します。 

 以下にＨＤＴの荷重依存性、ＶＩＣＡＴ軟化点及び無負荷時の自重変形性のデーターを他種透明樹脂

との比較で示します。 

 

試料 

ＴＰＸ    ＲＴ１８ 

       ＭＸ００４ 

       ＭＸ００１ 

ＰＭＭＡ   パラペットＨＲ 

ＰＣ     パンライトＬ１２５０ 

ＰＳＦ    Ｐ１７００ 

 

試験条件 

（１） 熱変形温度 

試験片 １２７×１２．７×６．３５mm 

昇温速度 ２℃／ｍｉｎ 

（２） ＶＩＣＡＴ軟化点 

試験片 ３．２mm ｔ 

荷重 １０００ｇ 

昇温速度 ５０℃／ｈｒ 

（３） 熱たわみ試験 

試験片 １２０×２０×２mm 
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ＴＰＸ，他透明樹脂における耐温水性比較 
 

 

 ＴＰＸは、ポリオレフィン樹脂であるため水分の吸水がなく、経時による加水分解での物性の低下ま

たは寸法変化等の影響はほとんどありません。そこで、ＴＰＸと他透明樹脂における耐温水性への影響

を比較するために、温水（６０℃）中に長期浸漬した試験での経時透明性および経時外観等の結果を以

下に御説明致します。 

 

 

１．試料 

 

試料として、他社品の透明樹脂５種類と弊社のＴＰＸ２銘柄にて実施しております。以下に樹脂内

容を示します。 

 

略名 樹脂名 会社名 商品名 グレード 

RT-18 

MX004 

ﾒﾁﾙﾍﾟﾝﾃﾝ･ﾎﾟﾘﾏｰ 三井石化㈱ ＴＰＸ ＲＴ－１８ 

ＭＸ００４ 

ＰＳ 

ＡＳ 

ＰＳＦ 

ＰＣ 

ＰＡＲ 

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ 

AS 樹脂 

ﾎﾟﾘｽﾙﾎﾝ 

ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ 

ﾎﾟﾘｱﾘﾚｰﾄ 

三井東圧化学㈱ 

  〃 

ＵＣＣ㈱ 

帝人化成㈱ 

ユニチカ㈱ 

ﾄｰﾎﾟﾚｯｸｽ 

 

 

ﾊﾟﾝﾗｲﾄ 

Ｕﾎﾟﾘﾏｰ 

５２５－５１ 

１００ＰＣ 

Ｐ１７００ 

Ｌ１２５０ 

Ｕ－１０６０ 

 

２．成形内容 

 

（１）成形機 ：名機製作所   Ｍ－１００ 

射出容量    １９０ｃｍ３ 

射出圧力    １５６０Ｋｇ／ｃｍ２ 

（２）使用金型 

角板  １３０×１２０×２ｍｍｔ 
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３．試験片 

試験片は、前記金型より得られた角板を一辺５ｃｍの切削角板を使用した。 

 

４．試験条件 

各透明樹脂の試験片を６０℃にした温水槽中に１０カ月まで浸漬し、各測定日毎に取り出した

角板の経時外観および経時透明性（Ｈａｚｅ）を評価した。 

 

５．結果 

（１）試験片の経時外観状況 

 

 経時における試験片の外観状態 

ＴＰＸ 銘柄間で比較するとＭＸ００４よりＲＴ－１８の方がＨａｚｅ値の変化が大きい。

然し乍ら、他の透明樹脂に比べると透明性は良い。 

ＰＳ 初期の透明性はＴＰＸと同レベルであるが、経時における透明性の変化が他の透明

樹脂に比べ、最も大きい。 

ＡＳ 経時におけるＨａｚｅ値の変化は、ＲＴ－１８とよく似ているが、１０カ月後の透

明性はＲＴ－１８より劣る。 

ＰＳＦ 経時によるＨａｚｅ値の変化傾向が小さいく、急激な変化は見られない。また、初

期の透明性がＴＰＸより比べて悪いのは、成形時における樹脂流動性が悪い点から

金型表面の転写率が悪く、ＴＰＸより微少な凹凸があるためと思われる。 

ＰＣ 浸漬５日目当りより角板中にミクロクラックが発生。浸漬日数が増加するに従いク

ラックの発生量も増加し、全体的に白濁した外観になる。また、２０日目で、角板

に大きな割れも発生する。 

ＰＡＲ 浸漬１０日目において、ほとんど透明性が失う。 

 

 

（２）図１に温水浸漬試験（６０℃）における試験片のＨａｚｅ値の経時変化を示す。 
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